
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、私たちは自分と相手の違いを聞いても、それを自

分の世界の論理で解釈しがちなので、本当の意味で違いを知る

ということはけっこう難しいのです。知らないことを受け入れる

のは難しく、「そんなことある？」という反応が咄嗟に出てきてし

まいがちです。なんとか自分が知っている世界の話に落とし込も

うとするのはある意味、仕方ないことでしょう。 

一方、私たちは知らないことを知ろうとする好奇心も持ち合わ

せています。A さんの困難を聞いて、「そんなことがあるんです

ね。朝以外も大変そうですね。どうすればいいのか考えてみたい

ですね」という方向にも私たちの心は動くでしょう。それが違いを

知るという対話の第一歩につながります。 

同化と調節は世界を認識する両輪ですね。 
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対話の第一歩は相手との違いを知ることでした。「なんだそんなことか、人はみんな違うんだから当

たり前じゃないか」とか思うでしょうか。しかし意外と難しいのです。なぜなら、私たちはつい、自分

が馴れ親しんだ世界観を、世の中の基本的前提だと思いがちだからです。すると、相手との違いが

わかっても、それを自分の世界観で解釈しようとしてしまいます。 

A さんは ADHD を抱えており、「毎朝バタバタでいつも何かしら

忘れるんです」と困難を語りました。B さんは、それは大変だなと思

いつつ、「落ち着いて確認しましょう」と言いました。 

A さんが語っているのは「落ち着いて確認」することができない世

界における困難です。B さんは「毎朝バタバタ」は大変だと思いつつ、

それを「落ち着いて確認」することができる世界の感覚で解釈してい

ます。おそらく「落ち着いて確認」することができる世界には「毎朝バ

タバタ」は存在しないでしょう。B さんは自分の世界に存在しない「毎

朝バタバタ」に面食らって、「そんなことある？」と思ったかもしれま

せん。それでつい、自分が住む世界では、「毎朝バタバタ」は予防でき

るよ、と言いたくなってしまったのかもしれません。 


